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FANG+インデックスの⾒通しについて

2021年7⽉26⽇

• ⾜元の市況概況

• ⽶国株に押し⽬は期待できるのか︖

• 今後の⾒通し

お伝えしたいポイント

⾜元の市況概況

FANG+インデックスは算出開始以降、他の指数に
⽐べ⼤きく上昇してきました。

2020年は新型コロナウイルス感染拡⼤による景気
⾒通しの急変などからS&P500、FANG+インデックス

ともに⼀時株価が⼤きく下落しました。しかし、
FANG+インデックスにおきましては、指数構成銘柄
の多くが世界でも有数のインターネット関連企業であ
り、コロナ禍による新しい⽣活様式への変⾰が追い⾵
となりました。その結果、2020年4⽉以降の株価反発
局⾯では、業績拡⼤期待もありFANG+インデックス
はS&P500を⼤きく上回る上昇をしました。

2021年に⼊ると、前年の急速な株価の上昇による
⾼値警戒感や、3⽉には⽶10年⾦利が新型コロナ前の
⽔準の1.7％台まで上昇したこと、4⽉のCPI（消費者
物価指数）が市場予想を上回りインフレ懸念が強まっ
たこと、⽶国で追加経済対策が成⽴し、個⼈消費を中
⼼に景気の⼀段の拡⼤が⾒込まれることを背景とした
⻑期⾦利上昇への警戒感などから、上下に振れる展開
となりました。⾜元では、⻑期⾦利の上昇も落ち着き、
跛⾏⾊が⾒られるものの、FANG+インデックスは⾼
値更新をうかがう展開となっています。

FANG+指数は⼤きく上昇

2020年と2021年初来騰落率

※2021年7⽉14⽇時点 （出所）ブルームバーグ

FANG+インデックスの株価動向

2020年 年初来
エヌビディア +121.9 +52.0
アルファベット +30.9 +46.3
ツイッター +69.0 +29.8

フェイスブック +33.1 +27.3
アマゾン・ドット・コム +76.3 +13.0

アップル +80.7 +12.4
ネットフリックス +67.1 +1.3

テスラ +743.4 ▲7.4
アリババ +9.7 ▲9.1
バイドゥ +71.1 ▲16.1
FANG+ +102.9 +15.5

（％）

※2018年末を100として指数化

（ 2018年末〜2021年７⽉14⽇︓⽶国時間）

FANG+インデックス・オープン
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⽶国株に押し⽬は期待できるのか︖

⽶国株はFANG+インデックスに限らず多くの指数が⾼値圏であり、⾼値警戒感から押し⽬を期待する声
もあると思います。しかしながら、⻑い⽬線でみると⽶国株で深い押し⽬ができることは稀であると考え
ています。

S＆P500を1年間保有した時の下落率をみてみると、直近では2020年のコロナショックによって30％以
上下落しましたが、過去100年程度を通しても30％を超える急落は数える程度しかありません。その間に
S&P500は200倍以上に上昇しています。

2020年9⽉以降の株価動向

各国の⼤規模な財政・⾦融政策に加え、新型コ
ロナウイルスワクチンの実⽤化期待が⾼まる前で
あり、巣ごもり需要による業績拡⼤への期待感が
ピ ー ク と な っ た 2020 年 9 ⽉ ⽉ 初 に 、 多 く の
FANG+構成銘柄が⾼値を取りました。

ワクチンの実⽤化期待が⾼まるにつれ、巣ごも
り需要の恩恵を受けていた複数のFANG+構成銘
柄が2020年の秋⼝に下落しました。しかしその
後、実際にワクチン接種が進展し経済活動再開が
進む局⾯においても、多くの構成銘柄が9⽉の⾼
値を上回る推移となっています。

9⽉⾼値からの推移

※2020年9⽉2⽇を100として指数化
※2021年7⽉14⽇時点 （出所）ブルームバーグ

S&P500と１年保有時の最⼤下落率の推移

※S&P500は対数表⽰
※１年間の保有期間は250営業⽇
※期間︓1927年12⽉末〜2021年7⽉14⽇

（出所）ブルームバーグ
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⽬先の懸念事項としては⽶国の増税政策があります。過去のキャピタルゲイン増税実施時の⽶国株動き
をみると、⼀定の調整後、反発しており、株式需給への影響がみられます。バイデン政権は今回、キャピ
タルゲイン増税の遡及適⽤を議会に求めており、株式市場の反応はこの遡及適⽤の有無に⼤きく影響する
と考えられます。

2020年はS&P500でみるとEPS（⼀株当たり利益）は減益となりました。⼀⽅で、FANG+インデックス
におきましては、コロナ禍による新しい⽣活様式への変⾰を背景に、多くの構成銘柄が最⾼益を更新しま
した。そして、この⾼い業績成⻑は今後も継続すると予想されています。株価としては⾼値警戒感はある
ものの、構成銘柄の多くが独⾃の技術⼒やビジネスモデルで国際的な競争⼒を有し、継続的な新商品や
サービス投⼊によってさらなる業績拡⼤が期待されます。

2020年 2021年
予想

エヌビディア +76.4 +97.3
アルファベット +7.5 +85.6
ツイッター ⾚転 ⿊転

フェイスブック +56.9 +40.8
アマゾン・ドット・コム +81.6 +64.8

アップル +10.2 +58.2
ネットフリックス +92.3 +36.5

テスラ ⿊転 +512.4
アリババ ▲5.2 +46.6
バイドゥ +24.2 +33.4
FANG+ +69.7 +68.1
S&P500 ▲18.5 +55.1

今後の⾒通し

⾼い業績（予想EPS）成⻑を誇るFANG＋銘柄

※7⽉14⽇時点 （出所）ブルームバーグ

（％）

コロナショック以降、⽶国株式は堅調な推移と
なっています。⾜元では、6⽉のFOMC（⽶国連邦公
開市場委員会）後に⽶⾦利の不安定な動きが落ち着
くと、株式市場も底堅い動きに回帰しました。

新型コロナウイルスに関しては、変異株などによ
る感染再拡⼤が懸念される⼀⽅で、ワクチンの普及
による重症化抑制が期待されます。⽶国の実質GDP
（国内総⽣産）は2020年7-9⽉期以降、新型コロナ
ウイルスが再拡⼤する中でも増加を続け、他国と⽐
較して⾦融・財政政策が迅速、⼤規模に打ち出され
た結果、2021年4-6⽉期にコロナ前の⽔準を取り戻
した公算が⼤きいと考えています。変異株が広がっ
ても重症化が抑制されるとすれば、景気回復を阻害
せず景気下振れリスクは⼩さいと考えています。
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基準価額・純資産の推移(2021年7⽉14⽇現在)

※「分配⾦再投資基準価額」は、分配⾦実績があった場合に、当該分配⾦（税引前）を分配時にファンドへ再投資したものとみなして計算し
たものです。
※基準価額の計算において、運⽤管理費⽤（信託報酬）は控除しています（後述のファンドの費⽤をご覧ください）。
※当ファンドはNYSE FANG+指数（円ベース）をベンチマークとしておりますが、同指数を上回る運⽤成果を保証するものではありません。
※グラフ上のベンチマークは、グラフの起点時の分配⾦再投資基準価額に基づき指数化しています。
※過去の実績を⽰したものであり、将来の成果を⽰唆・保証するものではありません。

当初設定⽇（2018年3⽉5⽇）〜2021年7⽉14⽇
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ファンドの⽬的・特⾊

ファンドの目的 
 

米国上場企業の株式に投資し、NYSE FANG+指数（円ベース）の動きに連動した投資成果をめざします。 
（注）「株式」…DR（預託証券）を含みます。 

 
●NYSE FANG+について 

NYSE FANG +指数は、次世代テクノロジーをベースに、グローバルな現代社会において人々の生活に大きな影響
力を持ち、高い知名度を有する米国上場企業を対象に構成された株価指数です。 

NYSE FANG+指数は、これらの企業に等金額投資したポートフォリオで構成されています。 
なお、「FANG」とは、主要銘柄であるフェイスブック（Facebook）、アマゾン・ドット・コム（Amazon.com）、

ネットフリックス（Netflix）、グーグル（Google）の頭文字をつないだものです。 
※当指数は、四半期（3・6・9・12 月）ごとに等金額となるようリバランスを行ないます。 

 
ファンドの特色 
 

1． 原則として、NYSE FANG+指数を構成する全銘柄に投資します。 
2． 為替変動リスクを回避するための為替ヘッジは原則として行ないません。 
3． 当ファンドは、ファミリーファンド方式で運用を行ないます。 

・マザーファンドは、「FANG+インデックス・マザーファンド」です。 
 

※ くわしくは「投資信託説明書（交付目論見書）」の「ファンドの目的・特色」をご覧ください。 
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ファンドの費⽤

投資リスク

● 当ファンドは、値動きのある有価証券等に投資しますので、基準価額は変動します。したがって、投資元本が保証さ
れているものではなく、これを割込むことがあります。信託財産に生じた利益および損失は、すべて投資者に帰属し
ます。投資信託は預貯金とは異なります。基準価額の主な変動要因は、以下のとおりです。 

 
「株価の変動（価格変動リスク、信用リスク）」、「集中投資のリスク」、「為替変動リスク」、「カントリー・リスク」、「そ
の他（解約申込みに伴うリスク等）」 
※ 基準価額の動きが指数と完全に一致するものではありません。 
※ 基準価額の変動要因は、上記に限定されるものではありません。 
※ くわしくは「投資信託説明書（交付目論見書）」の「投資リスク」をご覧ください。 

 

（注）「その他の費用・手数料」については、運用状況等により変動するため、事前に料率、上限額等を示すことがで
きません。 

 ※購入時手数料について、くわしくは販売会社にお問合わせ下さい。 
※ 手数料等の合計額については、保有期間等に応じて異なりますので、表示することができません。また、上場投資信

託証券は市場価格により取引されており、費用を表示することができません。 
※ くわしくは「投資信託説明書（交付目論見書）」の「手続・手数料等」をご覧ください。 

 

投資者が直接的に負担する費用 
 料率等 費用の内容 

購 入 時 手 数 料 
販売会社が別に定める率 

〈上限〉2.2%（税抜 2.0%） 
購入時の商品説明または商品情報の提供、投資情報の
提供、取引執行等の対価です。 

信託財産留保額 ありません。 — 
投資者が信託財産で間接的に負担する費用 
 料率等 費用の内容 
運 用 管 理 費 用 
（ 信 託 報 酬 ） 

年率 0.7975% 
（税抜 0.725％） 

運用管理費用の総額は、日々の信託財産の純資産総額
に対して左記の率を乗じて得た額とします。 

その他の費用・ 
手 数 料 

（注） 
監査報酬、有価証券売買時の売買委託手数料、先物取
引・オプション取引等に要する費用、資産を外国で保管
する場合の費用等を信託財産でご負担いただきます。 
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URL https://www.daiwa-am.co.jp/   お問合わせ 0120-106212 (受付時間 9:00〜17:00)

当資料のお取扱いにおけるご注意
当資料は、ファンドの状況や関連する情報等をお知らせするために⼤和アセットマネジメントが作成
したものです。
当ファンドのお申込みにあたっては、販売会社よりお渡しする「投資信託説明書（交付⽬論⾒書）」
の内容を必ずご確認のうえ、ご⾃⾝でご判断ください。
投資信託は値動きのある有価証券等に投資しますので、基準価額は⼤きく変動します。したがって、
投資元本が保証されているものではありません。信託財産に⽣じた利益および損失はすべて投資者に
帰属します。投資信託は預貯⾦とは異なります。
投資信託は預⾦や保険契約とは異なり、預⾦保険機構・保険契約者保護機構の保護の対象ではありま
せん。証券会社以外でご購⼊いただいた投資信託は投資者保護基⾦の対象ではありません。
当資料は信頼できると考えられる情報源から作成しておりますが、その正確性・完全性を保証するも
のではありません。運⽤実績などの記載内容は過去の実績であり、将来の成果を⽰唆・保証するもの
ではありません。記載する指数・統計資料等の知的所有権、その他⼀切の権利はその発⾏者および許
諾者に帰属します。また、税⾦、⼿数料等を考慮しておりませんので、投資者の皆さまの実質的な投
資成果を⽰すものではありません。記載内容は資料作成時点のものであり、予告なく変更されること
があります。記載する投資判断は現時点のものであり、将来の市況環境の変動等を保証するものでは
ありません。
当資料中で個別企業名が記載されている場合、あくまでも参考のために掲載したものであり、各企業
の推奨を⽬的とするものではありません。また、ファンドに今後組み⼊れることを、⽰唆・保証する
ものではありません。
分配⾦は収益分配⽅針に基づいて委託会社が決定します。あらかじめ⼀定の額の分配をお約束するも
のではありません。分配⾦が⽀払われない場合もあります。
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2021年6月30日　現在

日本証券業
協会

一般社団法人
金融先物

取引業協会

一般社団法人
第二種金融商
品取引業協会

株式会社愛知銀行 登録金融機関 東海財務局長(登金)第12号 ○  

株式会社鹿児島銀行
(委託金融商品取引業者
九州ＦＧ証券株式会社)

登録金融機関 九州財務局長(登金)第2号 ○  

株式会社高知銀行 登録金融機関 四国財務局長(登金)第8号 ○  

株式会社三十三銀行 登録金融機関 東海財務局長(登金)第16号 ○  

株式会社静岡中央銀行 登録金融機関 東海財務局長(登金)第15号 ○  

株式会社大東銀行 登録金融機関 東北財務局長(登金)第17号 ○  

株式会社但馬銀行 登録金融機関 近畿財務局長(登金)第14号 ○  

株式会社トマト銀行 登録金融機関 中国財務局長(登金)第11号 ○  

株式会社長崎銀行 登録金融機関 福岡財務支局長(登金)第11号 ○  

株式会社肥後銀行
(委託金融商品取引業者
九州ＦＧ証券株式会社)

登録金融機関 九州財務局長(登金)第3号 ○  

九州ＦＧ証券株式会社 金融商品取引業者 九州財務局長(金商)第18号 ○  

三田証券株式会社 金融商品取引業者 関東財務局長(金商)第175号 ○  

むさし証券株式会社 金融商品取引業者 関東財務局長(金商)第105号 ○ ○ 

めぶき証券株式会社 金融商品取引業者 関東財務局長(金商)第1771号 ○  

リテラ・クレア証券株式会社 金融商品取引業者 関東財務局長(金商)第199号 ○  

FANG+インデックス・オープン　取扱い販売会社

販売会社名　（業態別、５０音順）

（金融商品取引業者名）
登録番号

加入協会

一般社団法人
日本投資

顧問業協会

 
上記の販売会社については今後変更となる場合があります。また、新規のご購入の取り扱いを行っていない場合がありますので、各販
売会社にご確認ください。 8/8




